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愛
す
る
わ
が
故
郷
―
延
辺

二
〇
〇
七
年
二
月
十
八
日
、
私
は
十
八
年
近
く
暮
ら
し

た
東
京
を
後
に
し
、
午
後
三
時
半
ご
ろ
成
田
空
港
を
飛
び

立
ち
、
経
由
地
の
仁
川
空
港
に
向
か
っ
た
。
当
日
は
仁
川

空
港
で
一
泊
し
、
翌
日
の
朝
、
ほ
こ
り
や
煙
に
ま
み
れ
た

雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
延
吉
空
港
に
降
り
立
っ
た
。
日
本
に

行
く
前
に
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
中
国
・
延
辺
大
学
で
私
の

復
職
願
い
を
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

出
発
の
日
は
ち
ょ
う
ど
中
国
の
春
節
（
旧
正
月
）
に

当
た
る
日
だ
っ
た
。
私
は
平
和
島
駅
で
都
営
浅
草
線
―
京

成
線
へ
と
つ
づ
く
京
浜
急
行
に
乗
り
込
ん
だ
。
中
国
だ
っ

た
ら
至
る
と
こ
ろ
で
天
空
を
つ
ん
ざ
か
ん
ば
か
り
に
爆
竹

を
鳴
ら
し
た
り
、
山
海
珍
味
が
い
っ
ぱ
い
並
ん
だ
食
卓
を

囲
ん
で
食
べ
た
り
、
飲
ん
だ
り
し
て
大
騒
ぎ
す
る
、
一
年

中
も
っ
と
も
に
ぎ
や
か
な
祝
日
の
は
ず
な
の
に
、
カ
レ
ン

　
◆ 

十
八
年
ぶ
り
の
「
復
職
」

　
　︿ 

目
　
　
　
次 

﹀

○ 

中
国
東
北
経
済
開
発
と
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州

…
… 

山
本  

忠
士 

…
(6) (1)

○ 

愛
す
る
わ
が
故
郷
―
延
辺

…
… 

李
　
東 

哲 

…
(4)

○ 

書
　
評
　
　
菊
池 

嘉
晃 

著

　 

『 

北
朝
鮮
帰
国
事
業「
壮
大
な
拉
致
」か「
追
放
」か 

』

…
… 

畑
山  

康
幸 

…
(8)

○
「
国
際
中
堅
企
業
」
の
登
場

（24）

　
　
中
国
で
ロ
シ
ア
と
日
本
を
繋
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
～
藍
宝
石
木
業
有
限
公
司
～

…
… 

西
澤  

正
樹 

…
(12)

○ 

『
ア
ジ
ア
の
窓
』

…
… 

小
林  

煕
直 

…

○
日
本
海
横
断
航
路 

　
―
そ
の
可
能
性
と
課
題
に
つ
い
て
―

…
…
呉
淑
儀
サ
リ
ー
…
(10)

ダ
ー
か
ら
と
う
に
旧
暦
が
消
え
た
日
本
は
い
つ
も
と
変
わ

ら
ぬ
風
景
の
ど
ん
よ
り
と
し
た
静
か
な
一
日
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
八
九
年
三
月
三
十
一
日
、
北
京
空

港
を
飛
び
立
っ
て
成
田
空
港
に
降
り
立
っ
た
翌
日
も

「
記
念
す
べ
き
日
」だ
っ
た
。
消
費
税
導
入
制
度
に
よ
り
、

消
費
税
が
実
施
さ
れ
た
日
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
お
か

げ
で
、
到
着
し
た
日
は
義
兄
た
ち
が
前
日
買
い
込
ん
で

お
い
た
美
味
し
い
ビ
ー
ル
や
日
本
酒
な
ど
を
酔
い
つ
ぶ

れ
る
ほ
ど
飲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

実
は
、私
の
日
本
行
き
は「
留
学
」で
は
な
く
、い
わ
ば「
引

揚
者
」
の
家
族
と
し
て
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
家
内
の
姉
の

家
族
三
人
と
私
の
家
族
三
人
と
、
六
人
の
「
小
団
体
」
の

旅
立
ち
だ
っ
た
。
そ
の
経
緯
と
い
え
ば
、
北
朝
鮮
咸
鏡
北

道
茂
山
生
ま
れ
の
義
父
（
妻
の
父
）
が
幼
い
こ
ろ
生
き
る

道
を
求
め
て
両
親
と
延
辺
に
移
住
、
三
十
年
代
に
東
京
に

留
学
、
か
の
地
で
日
本
人
と
結
婚
し
た
縁
故
で
、
戦
前
中

国
に
戻
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戸
籍
が
抹
消
さ
れ

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
幸
か
不
幸
か
、
日
本

行
き
は
旅
費
、
ホ
テ
ル
代
な
ど
、
す
べ
て
日
本
厚
生
省
の

「
国
費
」
で
賄
わ
れ
、
日
本
に
行
っ
て
か
ら
も
半
年
間
、「
生

活
保
護
」
を
受
け
、
半
年
後
は
家
族
三
人
で
東
京
・
大
田

区
に
あ
る
２
Ｄ
Ｋ
の
都
営
住
宅
を
斡
旋
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
◆ 

私
と
延
辺

日
本
で
は
「
延
辺
」
と
い
う
地
域
名
が
一
つ
の
市
と

勘
違
い
さ
れ
、
よ
く
「
延
辺
市
」
と
呼
ば
れ
た
り
し
て

い
る
が
、
正
し
く
は
「
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
」
で
あ
っ

て
、
そ
の
所
在
地
が
お
よ
そ
五
十
万
人
近
い
人
口
を
有

す
る
延
吉
市
で
あ
る
。
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
言
え

ば
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
は
吉
林
省
を
九
つ
の
行
政
地
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◆ 

私
と
延
辺
大
学

域
に
分
け
た
一
つ
で
、
六
つ
の
市
と
二
つ
の
県
か
ら

な
り
、
総
人
口
218
万
人
余
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
朝

鮮
族
人
口
は
八
十
万
人
余
で
、
総
人
口
の
三
六
・
八
％

し
か
占
め
て
い
な
い
が
、
延
吉
市
の
朝
鮮
族
人
口
は

二
十
八
万
人
余
で
、
お
よ
そ
総
人
口
の
五
十
八
％
を
占

め
て
い
る
。
延
吉
市
は
自
治
州
政
府
の
所
在
地
で
あ
る

だ
け
に
、
い
う
ま
で
も
な
く
延
辺
地
域
の
中
心
地
で
あ

り
、
中
国
朝
鮮
族
の
中
心
的
な
存
在
で
も
あ
る
。
朝
鮮

族
メ
ー
ン
の
延
辺
大
学
も
延
吉
市
に
あ
る
。

私
は
延
辺
の
龍
井
市
（
以
前
は
「
延
吉
県
」）
に
属

す
る
「
銅
仏
寺
」
と
い
う
田
舎
町
に
生
ま
れ
、
五
歳

か
六
歳
の
と
き
、
同
じ
く
龍
井
市
に
属
す
る
「
老
頭

溝
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
大
学
に
行
く
ま
で
暮
ら
し
た
。

そ
の
後
、「
文
革
」
を
経
て
、
大
学
入
試
制
度
回
復
後
、

第
一
期
生
（
通
称
「
七
七
級
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）

と
し
て
一
九
七
八
年
三
月
、
吉
林
大
学
日
本
語
学
科

に
入
学
し
た
。
こ
の
大
学
入
学
に
際
し
て
も
一
つ
面

白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

私
は
小
学
校
五
年
生
終
わ
り
の
ご
ろ
、「
文
革
」
で

お
よ
そ
半
年
間
休
学
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
中
学
（
中
高

一
貫
性
）
に
「
進
学
」
し
た
の
で
あ
る
が
、
中
高
合
わ

せ
て
四
年
半
で
「
卒
業
」
し
た
。
勉
強
ら
し
き
勉
強
が

で
き
な
か
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
お
か
げ

で
、
卒
業
す
る
ま
で
「
外
国
語
」
と
は
全
く
無
縁
で
、

正
直
「
外
国
語
」
と
い
う
概
念
さ
え
も
当
時
は
耳
に
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
自
分
が
育
っ
た
田
舎

に
戻
っ
て
農
作
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
あ
る
と
き
偶

然
中
国
で
出
版
さ
れ
た
日
本
語
版
の
『
人
民
中
国
』
を

目
に
し
、
漢
字
混
じ
り
の
「
虫
の
よ
う
な
変
な
文
字
」

に
目
を
奪
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
が
「
日
本
語
」
と

の
最
初
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
あ
あ
、
日
本
語
っ
て
こ

う
い
う
文
字
な
の
か
、
と
妙
に
感
心
し
た
こ
と
を
い
ま

で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
雑
誌
は

当
時
延
吉
市
か
ら
「
下
放
」（
再
教
育
と
い
う
名
目
で
、

幹
部
が
農
村
や
工
場
な
ど
に
行
か
せ
ら
れ
、
肉
体
労
働

に
従
事
せ
ら
れ
た
こ
と
）
さ
れ
て
、
私
が
住
ん
で
い
た

村
に
や
っ
て
き
た
義
父
（
妻
の
父
）
が
購
読
し
て
い
た

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
偶
然
の
出
会
い
に
よ
っ
て
私
は

初
め
は
日
本
語
、
そ
の
後
は
英
語
を
独
学
す
る
こ
と
に

な
り
、
数
年
後
に
は
そ
の
お
か
げ
で
大
学
日
本
語
学
科

に
入
学
し
た
わ
け
で
あ
る
。

延
辺
大
学
は
一
九
四
九
年
三
月
に
創
立
さ
れ
、
現
在

十
九
の
学
院
（
日
本
の
学
部
に
相
当
す
る
）
か
ら
な
り
、

在
籍
学
生
者
数
が
三
万
人
近
い
、
朝
鮮
族
メ
ー
ン
の
総

合
大
学
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
ま
ま
で
学
生
募
集
に
際

し
て
も
朝
鮮
族
七
割
、
そ
の
他
の
民
族
三
割
と
い
う
比

率
を
原
則
と
し
て
き
た
（
こ
こ
数
年
は
朝
鮮
族
学
生
の

志
願
者
が
減
っ
て
い
る
の
で
必
ず
し
も
こ
の
比
率
で
あ

る
と
は
限
ら
な
い
）。
延
辺
大
学
は
一
九
九
六
年
中
国

教
育
部
「
211
工
程
」、
す
な
わ
ち
全
国
百
の
重
点
大
学

の
一
つ
に
選
定
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
は
中
国
教
育
部
か

ら
西
部
開
発
重
点
建
設
大
学
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
地
理
的
に
中
国
の
中
心
部
か
ら
か
な
り
離
れ
て

い
る
国
境
都
市
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
以
前

は
「
延
辺
大
学
」
と
き
た
ら
、「『
延
安(

陜
西
省)

』
に

あ
る
の
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
く
ら
い
知
名
度
が
低
か
っ

た
が
、
い
ま
は
韓
国
語
ブ
ー
ム
と
相
俟
っ
て
そ
の
名
が

全
国
的
に
幅
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

私
は
一
九
八
二
年
一
月
、
大
学
卒
業
後
、
日
本
語
教

師
と
し
て
延
辺
大
学
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
時
は
大
学
教
師
、
特
に
外
国
語
教
師
が
不
足
し
て
い

た
の
で
、
大
学
を
卒
業
し
て
大
学
で
教
鞭
を
取
る
こ
と

は
ご
く
普
通
の
こ
と
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
私
は
死
ん

で
も
教
え
る
仕
事
だ
け
は
や
り
た
く
な
い
と
思
っ
た
。

内
気
な
性
格
だ
っ
た
し
、
口
下
手
だ
っ
た
の
で
教
師
に

は
不
向
き
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
は
今
と

違
っ
て
特
別
な
理
由
が
な
い
限
り
、
職
業
を
自
由
に
選

択
す
る
権
利
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、

泣
き
泣
き
延
辺
大
学
に
赴
任
し
、
そ
の
後
も
何
と
か
し

て
延
辺
を
脱
出
す
る
た
め
に
他
所
の
大
学
院
を
受
験

し
た
り
し
た
が
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
で

あ
る
。
い
ま
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
い
か
に
自
分
が
幼

稚
だ
っ
た
か
、
恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
る
。

私
は
一
九
八
二
年
二
月
か
ら
一
九
八
九
年
三
月
日
本

に
行
く
ま
で
最
初
は
教
養
科
目
と
し
て
の
日
本
語
、
後

は
日
本
語
学
科
で
教
え
た
が
、
そ
の
間
一
九
八
三
年
八

月
か
ら
一
九
八
四
年
六
月
ま
で
の
一
年
間
、
通
称
「
大

平
班
」
の
第
四
期
生
と
し
て
北
京
で
教
員
研
修
を
受
け
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
日
本
語
研
究
に
興
味
を
持

ち
始
め
、
延
辺
大
学
に
復
帰
後
、
わ
ず
か
数
年
の
間
に

二
十
篇
近
い
論
文
を
発
表
し
、
好
評
を
博
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
後
、
日
本
に
行
っ
て
か
ら
も
「
中
国
朝
鮮
族

研
究
会
」（
一
九
九
九
年
発
足
）
の
初
代
の
代
表
を
務

め
た
り
、
延
辺
大
学
東
京
事
務
所
長
兼
延
辺
大
学
校
友

会
長
を
務
め
た
り
し
て
ず
っ
と
延
辺
大
学
と
何
ら
か
の

つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
々
の
こ
と

も
後
日
、
延
辺
大
学
に
復
職
で
き
る
下
地
に
な
っ
た
こ

と
は
二
言
を
待
た
な
い
。

　
◆ 

延
辺
の
日
本
語
教
育

こ
こ
数
年
間
は
様
相
が
大
分
変
わ
っ
て
き
て
い
る
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◆ 

延
辺
大
学
日
本
学
研
究
所
―
課
題
と
展
望

が
、
こ
れ
ま
で
延
辺
に
居
住
し
て
い
る
朝
鮮
族
は
敦
化

市
な
ど
と
く
に
漢
族
の
多
い
一
部
地
域
を
除
き
、
日
常

用
語
は
基
本
的
に
朝
鮮
語
で
、
高
校
ま
で
の
学
校
教
育

も
朝
鮮
族
は
「
朝
鮮
族
学
校
」（
授
業
用
語
は
朝
鮮
語
）

に
通
う
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
文
革
」
が

終
わ
っ
て
大
学
入
試
制
度
が
回
復
さ
れ
た
七
十
年
代

の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
中
学
（
高
校
を
含
む
）
に
お
け
る

外
国
語
教
育
は
主
に
漢
族
学
校
で
は
英
語
、
朝
鮮
族
学

校
で
は
日
本
語
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
実
施
さ
れ
て
き

た
。
当
初
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
再
び
外
国
語
科
目

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
外
国
語
教
師
が
か
な

り
不
足
し
て
い
た
状
況
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
語
教
育
は
日
帝
時
代
に
日
本
語
を
覚
え
た
年
配

の
教
師
を
は
じ
め
、
延
辺
師
範
専
科
学
校
（
短
大
）
や

延
辺
大
学
日
本
語
科
の
卒
業
生
な
ど
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
、
わ
り
あ
い
順
調
に
進
み
、
教
育
の
質
も
他
の
地

域
に
比
べ
て
相
対
的
に
高
く
、
そ
の
お
か
げ
で
大
学
進

学
率
も
全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
実
績
を
誇
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
朝
鮮
語
で
学
校
教
育
を
受
け
て
い
る
学
生

は
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
朝
鮮
族
で
母
語
が
朝
鮮
語
で
あ

る
こ
と
、
日
本
語
は
朝
鮮
語
と
語
順
が
似
て
い
る
の
で

朝
鮮
族
の
学
生
に
と
っ
て
日
本
語
が
習
得
し
や
す
い
こ

と
、
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
老
世
代
の
多
く
が

日
帝
時
代
に
あ
る
程
度
日
本
語
を
覚
え
て
い
る
の
で
多

か
れ
少
な
か
れ
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
で

大
学
入
試
制
度
回
復
以
来
二
〇
年
近
く
、
日
本
語
は
中

国
朝
鮮
族
学
校
の
唯
一
の
外
国
語
科
目
と
し
て
注
目
さ

れ
、
大
学
入
試
、
日
本
留
学
、
合
弁
企
業
へ
の
就
職
な

ど
で
大
い
に
役
立
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
九
十
年
代
半
ば
か
ら
朝
鮮
族
中
高
に
お

け
る
日
本
語
学
習
者
は
次
第
に
減
少
し
始
め
、
九
十
年

代
後
半
か
ら
は
英
語
学
習
者
が
急
速
に
増
え
た
の
で
逆

転
現
象
が
起
き
、
い
ま
で
は
外
国
語
科
目
は
ほ
ぼ
英
語

に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
そ
の
主
な

理
由
と
し
て
、
特
に
名
門
校
の
理
工
系
受
験
に
は
外
国

語
科
目
と
し
て
英
語
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
統
一
試
験

の
日
本
語
入
試
問
題
が
以
前
よ
り
難
し
く
、
日
本
語
成

績
が
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
保
護
者
の
英
語
教
育
へ

の
重
視
、
日
本
留
学
や
大
学
進
学
後
英
語
が
全
く
分
か

ら
ず
苦
労
す
る
こ
と
へ
の
反
動
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
日
本
語
科
目
を
英
語
に
切
り
替
え
た
弊
害
も

少
な
く
な
く
、
数
年
前
か
ら
中
高
に
お
け
る
日
本
語
教

育
再
生
の
動
き
が
見
ら
れ
は
じ
め
、
延
吉
市
で
も
実
験

的
に
小
学
校
の
外
国
語
教
育
に
一
部
日
本
語
を
導
入
し

た
り
、
中
高
で
英
語
学
習
と
同
時
に
、
選
択
科
目
と
し

て
日
本
語
科
目
も
導
入
し
た
り
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま

だ
軌
道
に
乗
っ
て
な
い
。
そ
の
打
開
策
を
至
急
講
じ
る

べ
き
で
あ
る
。

で
在
瀋
陽
日
本
総
領
事
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
政
府

関
係
者
の
講
演
会
、
日
本
学
研
究
を
主
と
し
た
中
日
韓

朝
比
較
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
延
辺
地
域
の
日
本

語
教
育
再
生
の
た
め
の
日
本
語
教
師
研
修
会
や
座
談

会
な
ど
を
開
催
し
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
日
本
国
際
交

流
基
金
の
援
助
に
よ
る
「
延
辺
ふ
れ
あ
い
の
場
」
の
運

営
も
手
が
け
て
い
る
。
ま
た
、
亜
細
亜
大
学
、
明
治
大

学
、
弘
前
大
学
な
ど
日
本
の
各
大
学
や
研
究
機
関
と
交

流
協
定
を
結
ん
で
、
学
術
交
流
、
留
学
生
相
互
派
遣
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
韓
国
・
北
朝
鮮
と
の
交

流
に
比
べ
て
、
日
本
と
の
交
流
は
か
な
り
遅
れ
を
取
っ

て
お
り
、
い
か
に
し
て
こ
の
開
き
を
縮
め
ら
れ
る
か
が

今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

現
在
、
延
辺
大
学
に
は
日
本
語
専
任
教
師
が
四
十
名

お
り
、
そ
の
他
に
政
治
、
経
済
、
教
育
、
芸
術
や
理
工

系
な
ど
幅
広
い
分
野
で
日
本
に
留
学
し
、
学
位
を
取
っ

て
き
た
教
師
も
多
い
。
日
本
語
だ
け
で
な
く
、
日
本
の

こ
と
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
人
材
は
、
将

来
延
辺
地
域
に
お
け
る
日
本
語
教
育
発
展
の
た
め
の
貴

重
な
人
的
資
源
で
あ
り
、
日
本
学
研
究
を
活
発
に
推
し

進
め
る
上
で
も
不
可
欠
の
立
役
者
で
あ
る
。
今
後
、
日

本
学
研
究
所
で
は
こ
れ
ら
の
人
的
資
源
を
十
二
分
に
利

用
し
な
が
ら
、
日
本
の
大
学
や
研
究
機
関
と
の
交
流
の

間
口
を
さ
ら
に
広
め
る
と
同
時
に
、
日
本
学
中
心
の
日
・

中
・
韓(

朝)

・
ロ
の
対
照
研
究
、
日
本
学
中
心
の
大
学

院
修
士
課
程
設
立
、
中
国
朝
鮮
族
地
域
の
日
本
語
教
育

に
関
す
る
調
査
・
支
援
な
ど
を
推
進
し
、
日
本
学
研
究

セ
ン
タ
ー
設
立
へ
の
土
台
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

日
本
の
提
携
大
学
や
研
究
機
関
か
ら
の
物
心
両
面
に
よ

る
支
援
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。【
了
】

（
り 

と
う
て
つ
・
延
辺
大
学
日
本
学
研
究
所
長
・
教
授
）

延
辺
は
中
国
朝
鮮
族
の
中
心
地
で
あ
り
、
延
辺
大
学

は
朝
鮮
族
教
育
の
唯
一
の
拠
点
で
あ
る
。
将
来
、
中
国
、

日
本
、
ロ
シ
ア
と
北
朝
鮮
を
結
ぶ
図
們
江
開
発
が
順
調

に
進
め
ば
外
国
語
が
で
き
、
自
分
の
専
門
分
野
も
あ
る

大
量
の
人
材
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
材
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
地
元
の
唯
一
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る

延
辺
大
学
が
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
学
側
も

延
辺
大
学
の
地
理
的
位
置
や
民
族
的
特
色
を
生
か
す
べ

く
、
将
来
の
構
想
と
し
て
韓
国
・
朝
鮮
学
、
日
本
学
、

ロ
シ
ア
学
を
延
辺
大
学
発
展
の
三
本
柱
と
し
て
近
年
注

力
し
て
い
る
。
日
本
学
研
究
所
で
は
こ
の
よ
う
な
大
学

側
の
意
図
を
視
野
に
入
れ
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
相
次
い
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